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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第17期

第１四半期
累計期間

第18期
第１四半期
累計期間

第17期

会計期間
自 平成26年９月１日
至 平成26年11月30日

自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日

自 平成26年９月１日
至 平成27年８月31日

売上高 (千円) 2,121,160 2,466,976 8,865,501

経常利益 (千円) 558,588 618,643 1,912,241

四半期(当期)純利益 (千円) 357,420 430,404 1,216,693

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 4,183,198 4,183,198 4,183,198

発行済株式総数 (株) 17,802,832 17,802,832 17,802,832

純資産額 (千円) 12,228,029 13,250,664 13,087,301

総資産額 (千円) 13,356,219 14,347,155 14,942,281

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 20.08 24.18 68.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 15.00

自己資本比率 (％) 91.6 92.4 87.6
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移

については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５．第17期の１株当たり配当額15円00銭には、東京証券取引所市場第一部指定記念配当１円50銭を含んでおりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な変更

はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。　

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策及び日本銀行の金融緩和政策を背景に、企業収益

や雇用情勢は改善傾向が続き、個人消費も底堅い推移となり、景気は緩やかな回復基調となりました。しかしなが

ら、物価の上昇や新興国経済の減速などにより、依然として先行きは不透明な状態が続いております。

当社を取り巻くＢＳデジタル放送業界は、デジタル放送受信機の普及に伴い、視聴可能世帯数の割合は全世帯の

70.8％（「ＢＳ世帯普及率調査」㈱ビデオリサーチ調べ）で推移しており、またＢＳデジタル放送事業を含む衛星

放送メディア分野の広告費は前年比で9.6％の伸長、中でもＢＳ放送の広告費は、前年比で12.8％増と好調に推移し

ております（「2014日本の広告費」㈱電通調べ）。

このような状況下、当社は「質の高い情報を提供することで 人々に感動を与え 幸せな社会づくりに貢献しま

す」を経営理念として、良質な番組制作に引き続き邁進いたしました。

平成27年10月の番組改編では、視聴世帯数の増加を目的として、尾上松也氏をメインに若手歌舞伎俳優が古地図

を手に各地を巡る『尾上松也の古地図で謎解き！にっぽん探究』、タレントの関根勤氏が扮する“家電の神様”が

最新家電製品の情報や便利な使い方をホームドラマ形式でお届けする『おしえて！家電の神様』、声優の久保ユリ

カ氏がアニメ・ゲームなどの情報を１１の切り口で旬なゲストと共に紹介する情報番組『アニゲー☆イレブン！』

の放送を開始いたしました。このほか平成27年10月には『ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 第34回全日本ジュニ

アバドミントン選手権大会』、『平成27年度 全日本学生柔道体重別選手権大会』、同年11月には『第67回全日本馬

場馬術大会2015 Part１』を放送し、前年度から引き続きスポーツコンテンツの充実を図っております。

また、ＢＳ初登場の韓国ドラマとして『願いを言ってみて』、その他話題の作品にこだわったドラマ編成等が、

売上増加に寄与いたしました。

費用面につきましては、引き続き番組関連費用等の効率的なコントロールに努めながら、番組宣伝のための施策

として、全国紙・地方紙への広告出稿を戦略的に実施したほか、『尾上松也の古地図で謎解き！にっぽん探究』に

特化し、集中広告宣伝を実施したほか、平成27年９月からラジオ大阪、東海ラジオ、ラジオ日本とのコラボレー

ション施策を実施いたしました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は 2,466,976千円（前年同期比 16.3％増加）となりました。営業利

益は 618,606千円（前年同期比 9.4％増加）、経常利益は 618,643千円（前年同期比 10.8％増加）、四半期純利益

は 430,404千円（前年同期比 20.4％増加）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ 595,125千円減少し、14,347,155千円（前事業

年度末比 4.0％減少）となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金が 120,043千円増加したものの、現金及び

預金が 749,426千円減少したことによるものであります。

当第１四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ 758,489千円減少し、1,096,490千円（前事業

年度末比 40.9％減少）となりました。主な要因は、未払法人税等が 318,460千円、流動負債のその他が 457,159千

円それぞれ減少したことによるものであります。

当第１四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ 163,363千円増加し、13,250,664千円（前

事業年度末比 1.2％増加）となりました。この要因は、利益剰余金が前事業年度の期末配当金 267,041千円の支払

により減少したものの、四半期純利益 430,404千円の計上によるものであります。　
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題はありませ

ん。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 主要な設備

当第１四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計画の著しい

変動はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 56,000,000

計 56,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年１月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,802,832 17,802,832
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であり

ます。

計 17,802,832 17,802,832 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　 該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年11月30日 ― 17,802,832 ― 4,183,198 ― 3,516,989
 

 

(6) 【大株主の状況】

  当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

17,799,600
177,996

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であり、単元株
式数は100株であります。

単元未満株式
普通株式

3,232
― ―

発行済株式総数 17,802,832 ― ―

総株主の議決権 ― 177,996 ―
 

(注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、当社所有の自己株式94株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

（注）当社所有の自己株式94株はすべて単元未満株式であるため、上記には含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成27年９月１日から平成27年

11月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年９月１日から平成27年11月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

          
 (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年８月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,131,997 5,382,571

  受取手形及び売掛金 1,499,318 1,619,361

  番組勘定 91,213 75,634

  その他 170,547 159,008

  貸倒引当金 △100 △100

  流動資産合計 7,892,978 7,236,476

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 2,491,749 2,477,534

   土地 4,034,756 4,034,756

   その他（純額） 307,287 378,829

   有形固定資産合計 6,833,793 6,891,120

  無形固定資産 18,799 20,116

  投資その他の資産 196,710 199,442

  固定資産合計 7,049,303 7,110,679

 資産合計 14,942,281 14,347,155

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 228,031 251,657

  未払法人税等 514,300 195,840

  その他 1,040,621 583,461

  流動負債合計 1,782,953 1,030,959

 固定負債   

  退職給付引当金 41,074 43,262

  その他 30,951 22,268

  固定負債合計 72,026 65,531

 負債合計 1,854,979 1,096,490

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,183,198 4,183,198

  資本剰余金 3,516,989 3,516,989

  利益剰余金 5,387,209 5,550,572

  自己株式 △96 △96

  株主資本合計 13,087,301 13,250,664

 純資産合計 13,087,301 13,250,664

負債純資産合計 14,942,281 14,347,155
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

          
 (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成26年９月１日
　至 平成26年11月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
　至 平成27年11月30日)

売上高 2,121,160 2,466,976

売上原価 971,014 1,120,115

売上総利益 1,150,145 1,346,860

販売費及び一般管理費 584,740 728,254

営業利益 565,404 618,606

営業外収益   

 受取利息 93 93

 その他 172 203

 営業外収益合計 265 296

営業外費用   

 支払利息 472 259

 休止固定資産減価償却費 6,609 －

 営業外費用合計 7,081 259

経常利益 558,588 618,643

特別損失   

 固定資産除却損 19 －

 特別損失合計 19 －

税引前四半期純利益 558,569 618,643

法人税、住民税及び事業税 74,633 168,542

法人税等調整額 126,515 19,696

法人税等合計 201,148 188,239

四半期純利益 357,420 430,404
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自 平成26年９月１日
至 平成26年11月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日)

減価償却費  　　　　    39,013千円  　　　　    57,801千円
 

　

（株主資本等関係）

前第１四半期累計期間（自　平成26年９月１日　至　平成26年11月30日）　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月21日
定時株主総会

普通株式 222,534 12.50 平成26年８月31日 平成26年11月25日 利益剰余金
 

（注）１株当たり配当額12円50銭には、東京証券取引所市場第二部上場記念配当２円50銭が含まれております。

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間（自　平成27年９月１日　至　平成27年11月30日）　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月25日
定時株主総会

普通株式 267,041 15.00 平成27年８月31日 平成27年11月26日 利益剰余金
 

（注）１株当たり配当額15円00銭には、東京証券取引所市場第一部指定記念配当１円50銭が含まれております。

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、ＢＳデジタル放送事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成26年９月１日
至 平成26年11月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 20円08銭 24円18銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 357,420 430,404

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 357,420 430,404

普通株式の期中平均株式数(株) 17,802,738 17,802,738
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

 該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成27年10月27日開催の取締役会において、平成27年８月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                                267,041千円

②　１株当たりの金額　                             15円00銭　　　　　　　　　　　　　

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成27年11月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年１月８日

日本ＢＳ放送株式会社

取締役会  御中

有限責任監査法人 トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   峯　　　　　 　敬 　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   山　 本　 道　 之   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本ＢＳ放送株

式会社の平成27年９月１日から平成28年８月31日までの第18期事業年度の第１四半期会計期間(平成27年９月１日から平

成27年11月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年９月１日から平成27年11月30日まで)に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本ＢＳ放送株式会社の平成27年11月30日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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